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キャンパス

1 月 1 教養 基礎中国語Ⅱ
基礎中国語Ⅰを基盤とした上で、引き続き中国語を強化し、中国語語学レベルのアップを目指し
ます。それによって、中国に対する理解をさらに深めることができます。同時に中国の文化、歴
史及び中国社会事情についての知識もさらに幅広くなるでしょう。

15 回
経済学部 
准教授

包　聯群 旦野原

2 月 2 教養 社会心理学を学ぶ

私たち人間は、他者と密接に関わりあいながら生きる社会的動物です。この講義では、社会心理
学の基礎的な理論や実証研究を踏まえた上で、社会をつくりだし、社会の中に生きる人間の心の
仕組みを理解し、自分自身や社会について客観的に捉える力を向上させることを目標とします。
講義を中心に進めますが、適宜、調査やそのフィードバックにも参加してもらいます。
( 人間の心と社会の関係を分析する社会心理学は、とっても面白い学問です。講義を通じて日常
生活で起こる様々なことを心理学視点から理解できるようになってください )。

15 回
経済学部 
准教授

井川　純一 旦野原

3 月 2 教養
シネマ、ドキュメン
ト映像で学ぶ健康と
家族・社会の明日

本授業では板書のみの一方的な講義形態を排し、シネマやドキュメント映像を媒体として、「健
康と福祉、家族・性・社会・いのちと人権」の内容について学びます。
扱う内容は、カーペンターズ物語を通して「拒食症」、NHK スペシャル「多様な結婚のかたち」
を通して結婚と家族をめぐる現代的な諸問題、シンガーソングライター中村 中さんのドキュメン
トを通して学ぶ性同一性障害、向井亜紀さんのドキュメントを通して学ぶ「代理母」の問題など
で、いずれもシネマやドキュメント映像を媒体として、グループディスカッションもとおした「健
康と福祉、家族・性・社会・いのちと人権」を考える授業です。

15 回
教育学部
教　授

住田　実 旦野原

4 月 2 教養
教養としての
コンピュータ

現代はコンピュータが社会のあらゆるところで使用されています。このような社会で生活する
我々にとってコンピュータについて学ぶことは非常に大切であります。
本講義ではコンピュータの歴史、仕組み、利用形態など、一般教養として知っておきたい最低限
の知識を修得することによって、コンピュータのハードウェアとソフトウェアについての理解を
深めます。（日頃使用しているパソコンの仕組み等について知りたい方が対象です。）

15 回
教育学部
教　授

谷野　勝敏 旦野原

5 月 2 専門 現代アジア社会論

アジア諸国は経済発展をしつつありますが、そのうち、中国は 1990 年代から急速に経済発展を
成し遂げ、その名目国内総生産（ＧＤＰ）は 2010 年に初めて日本を上回り、2015 年から減速
しはじめましたが、世界経済の動きに依然として大きな影響を与えています。中国は「一帯一路」

（シルクロード経済ベルト）という経済構想を打ち出し、アジア諸国乃至ヨーロッパの一部を巻
き込んだ世界経済圏の形成を目指しています。一方、経済発展に伴い、様々な社会問題も生じて
います。本講義では、中国をはじめ、アジア社会を対象とし、その実態を見ていくことにします。

15 回
経済学部 
准教授

包　聯群 旦野原

6 月 3 専門
小学校外国語活動
指導法

小学校の「外国語活動」・「外国語」を指導するための知識や技能を身に付けるための演習中心の
授業です。受講生は 70 名の小学校教育コースの 2 年生です。内容：(1) 小学校外国語活動・外
国語の目標の理解。(2) 授業ビデオ分析、(3) 教材研究、(4) small talk、(5) 導入方法，(6) コミュ
ニケーション活動、(7) 文字指導、(8) 指導案研究、教科書：We Can! 2（大学生協で販売）

14 回
教育学部 
教　授

御手洗　靖 旦野原

7 月 3 専門 臨床心理学実践論

実践的な心理的援助法についてまなぶ。心理臨床場面においては、心理アセスメントと心理的援
助法を適切に組み合わせて相談者の援助を行わなければならない。本演習では、カウンセリング
という援助法を中心として、他にもプレイセラピーや、箱庭療法、夢分析、行動認知療法、自律
訓練法、コミュニティモデルによる援助法などさまざまな援助法について具体的に学びます。
※申込みの際は備考欄に、受講を希望する理由やどんなことを学びたいかを簡単にご記入くださ
い。

15 回
福祉健康
科学部 
教　授

武内　珠美 旦野原

8 火 1 教養
Education of the 
World in Compara-
tive Perspective

本授業では、日本を含む様々な国々の教育制度や文化の多様性を学ぶことにより、その特徴や独
自性に気付くことをめざします。授業の言語は英語を主とし、日本語で補足を加えます。また、
複数回のグループ作業や発表を行い、英語でのプレゼンテーション能力やコミュニケーション能
力の向上もめざします。英語がそれほど得意でない方の参加も可能です。
※公開講座受講者数は定員３名といたします。

15 回
教育学部
准教授

鈴木　篤 旦野原

9 火 1 教養 地域と情報

この講義では、市町村合併が進む現在の地域で力点が置かれている情報化について、現状と問題
点について考察し、デジタルデバイドや情報のセキュリティなどの問題点への多くの取り組みを
紹介すると共に、国策として進められようとしている情報化の方針を照会しながら、望ましい地
域の情報化について考えていきます。

15 回
教育学部
教　授

藤井　弘也 旦野原

10 火 1 教養
カラダの見方・
考え方

人の身体や命がどのように扱われ、また考えられていたのかに注目して、生命科学の歴史をた
どります。主な話題は、古代エジプトのミイラ、ギリシャ・中国・中東の医学、ルネサンスの
人体描写、解剖学の復興、鎌倉時代の無常観、江戸時代の蘭学、現代の遺体衛生保存術（インバー
ミング）、臓器移植、再生医療等です。歴史的な人物や事件などについて、その背景から迫り
現代的な意味を考えます。

15 回
高等教育開発 

センター 
教　授

牧野　治敏 旦野原

11 火 4 教養
エクササイズの理論
と実践

ヨガの呼吸、瞑想、脱力などの身体意識を高める運動、縄跳び、バランスボール、リズムダンス、
フープやボールを用いた運動を題材として、運動することが楽しい、いつの間にか運動習慣が体
得されていた、そのようなエクササイズのあり方を追求し実践します。

15 回
教育学部
教　授

麻生　和江 旦野原

12 水 1 教養
「考え、議論する」
道徳教育の授業づくり
入門

本授業では、多様な教授方法を学び、「考え、議論する」道徳教育をより実質的に行うための視
点を身につけます。
※公開講座受講者数は定員３名といたします。

15 回
教育学部
准教授

鈴木　篤 旦野原

13 水 2 教養 応用中国語Ⅱ

基礎中国語および教養中国語の修了者または同等以上の学力のあるものを対象に開講する予定。
経済的に発展しつつある中国を知り尽くしたいと思えば、語学力を向上することが求められます。
本授業では、語学のみではなく、中国の社会、文化事情などにも言及し、中国に幅広い理解を持
たせたいと考えています。前期の内容に続き、後期では中国語学のさらなるレベルアップを目指
します。

15 回
経済学部 
准教授

包　聯群 旦野原

14 水 3 教養 古典文学購読

およそ千年前に成立した日本の代表的な古典文学である『源氏物語』を読みます。とくに第一部
を読み進めることによって、ストーリーの面白さ、古典ならではの描写を楽しみます。角川文庫
の『ビギナーズクラシックス源氏物語』をテキストとして用い、配布資料で補うことによって名
場面を原文で読み解きます。（古文の読解が苦手な方でも関心がある方なら受講可能です。）

15 回
教育学部 
講　師

安道百合子 旦野原

15 水 3 教養
コミュニケーション
入門Ⅱ

将来、社会人としてキャリア形成ができるようになるために、“自分を客観的に見つめる”キャ
リアデザイン力が求められています。“話す”“書く”“伝える”“聞く”ことは、不可欠な“コミュ
ニケーション能力”です。情報の収集・伝達・交換・行動様式などを適切に実行できる非言語コ
ミュニケーション能力を含む音声による Face to Face のコミュニケーション能力の向上に向け
て、受講生の皆さんの成長を応援します。( 公開講座です。先輩の皆さんの経験も教材になります。
お待ちしています。)

15 回
経済学部

非常勤講師
佐藤　裕哲 旦野原

平成30年度　　後期公開授業科目等一覧
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キャンパス

16 水 3 教養
インストラクショナル
デザイン入門

インストラクショナルデザインとは、教育を効果的に、効率よく、魅力的にするための手法やプ
ロセスです。企業や医療現場における教育、高等教育などで幅広く用いられているインストラク
ショナルデザインの基礎を、教材作成体験を通じて学習します。インターネットやオフィスソフ
トウェアの基本的な操作ができる方を前提としています。（ご自身の得意とする内容についての
オリジナル独学教材作りに挑戦してみましょう。）

15 回
高等教育開発 

センター 
准教授

鈴木　雄清 旦野原

17 水 5 専門
大分のものづくりと
地域づくり

学外から講師をお招きして、大分県内の優れた商品・サービスに関連して、ものづくりの実践や
イノベーションの方法についてお話しいただきます。また地域づくりでは行政や NPO に関わる
方々に大分の成功例や課題についてお話しいただきます。現場で実践に取り組まれている方の話
をより深く学ぶために授業のなかで予習と復習の時間を設けます。講師とのやりとりやちょっと
した質疑からも気づきを得られるよう工夫します。（担当教員は２名とも実務者として働いた経
験を持っています。講師のお話しをもとに、学生を交えてともに学びましょう）

15 回
経済学部
教　授

河野　憲嗣
渡邊　博子

旦野原

18 木 1 専門 生活行動論Ⅱ

さまざまな健康レベルの人々の健康生活を支える看護活動には、人々が自らの健康を守るための
行動について理解することが不可欠です。本科目では、看護学の立場から、関係する概念や理論を、
自らの体験と他者の体験と結び付けながら理解することをめざしています。（ご自身の健康を守
る行動を振り返り、今後の健康管理の在り方を考える機会にしていただければと思います。）

8 回
医学部

看護学科
志賀たずよ

他
挾間

19 木 2 教養 日本語学Ⅰ

日本語の音声、語彙、文法、方言などの分野について、基本的な仕組みを理解し、自ら分析でき
る力を養い、日本語に対する知識と興味を深めることを目的としています。日本語上級レベルの
留学生及び日本語を客観的に学びたい日本人を対象とする科目です。（普段何気なく使っている
日本語の様々なおもしろさに気付いてもらえたらと思います。）

15 回
国際教育

研究センター
准教授

坂井美恵子 旦野原

20 木 2 専門 多文化共生論
この授業では、多文化共生という言葉をより深く知るために、人種、国籍、民族などのヒトの区
分に注目します。こうした区分がどのような経緯の中で生まれ、それが私たち自身の他者認識や
私たちが暮らす社会・文化システムにどのように埋め込まれているのか、学びます。

15 回
経済学部 
准教授

久保田　亮 旦野原

21 木 3 教養 小学校英語演習

小学校の英語を担当するための基礎的な話す能力を身に付けることが目標の、ペアワークを多用
する楽しい授業です。受講者の40名の教育学部2年生は、小学校教員志望者が中心です。内容：(1)
わかりやすい発音練習、(2) 自分についての Q&A や 1 分間スピーチ、(3) 英語の歌、(4) 小学校
外国語の教材 We Can!2 を使った活動、です。教科書：『誰でも使える テーマ別自己紹介の英語』

（大学生協で販売。）

14 回
教育学部 
教　授

御手洗　靖 旦野原

22 木 3 教養

グローバル化と政治
経済

（The Politics and 
Economics of Glo-
balization）

The purpose of this module is to provide learners with an understanding of globalization from 
a political and economic perspective as it continues to dominate our lives – for good or for ill. 
What is globalization? In what ways has it impacted upon state sovereignty? What role has 
it afforded to global-level institutions? Why is there a growing political conflict between 
proponents and opponents of globalization?

15 回
経済学部 
教　授

デイ
スティーブン

旦野原

23 木 4 専門 英語科授業論

主に中学校の英語授業を成立させている要因（学習集団の成立、学習の動機づけ、教師の成長、
具体的な指導法、など）を 5 人程度の少人数で考察して意見を交換します。英語教育について知
りたい方や（育休中に履修などの）現職教員の方に好評です。日本語による意見交換と演習が中
心ですので、英語の運用力を伸ばしたい方には、講師が担当するほかの公開授業をお薦めします。
教科書：『英語教師は楽しい』（大学生協で販売）。

15 回
教育学部 
教　授

御手洗　靖 旦野原

24 木 4 専門 プラズマ工学

「プラズマ」は自然界では稲妻やオーロラとして存在していますが、じつは様々な科学技術を発
展させてきました。例えばスマホの脳みそである半導体チップはプラズマを使って作られており、
また日本の空が工場からの煤煙で汚れてないのはプラズマのおかげであり、さらに小惑星探査機
はやぶさ２は今まさにプラズマを噴射して宇宙空間を進んでいます。この講義では、プラズマが
役に立つメカニズムを明らかにします。（イメージが湧くように心がけて講義を進めます。分子、
電子、イオンを知っていれば理解できます。）

15 回の
うち12 回
を公開

理工学部 
准教授

市來　龍大 旦野原

25 金 2 教養
英語ゼミナール F ―
英語運用力養成訓練Ⅱ

社会人と学生がペアを組み活動や会話をします。内容：(1) 音読、(2) 和文英訳、(3) 口頭英語要約、
(4) 例文作成、(5) 10 分間対話、(6) 解説。年齢制限は 70 歳未満。退職英語教員は受け入れて
いません。育休中の教員にはよい研修になっています。英検準１級程度の方が最適ですが、英語
を話し続けられれば受け入れます。申込書に英語能力の情報を書いて下さい。教科書は Impact 
Issues 1 です。（ 5 年以上受講している方もいる、切磋琢磨による意欲が湧く授業です。）

14 回
教育学部 
教　授

御手洗　靖 旦野原

26 金 2 教養
前近代日本の国家と
社会

日本史の授業です。一般的にも人気のある戦国時代を対象に、支配者である戦国大名側からみた
「国家」（戦国大名の領国）の話と、被支配者である民衆側から見た戦国「社会」の話の双方向の
視点から戦国時代について考えていきます。（メディア等で取りあげられる有名な戦国時代のエ
ピソードは、後世になってから創られたものがほとんどです。本講義では、同時代の史料（現代
語訳したものですが）を取り上げていきます。史料を通して戦国時代の“実像”を考えていきましょ
う。）
※公開講座受講者数は定員５名といたします。

14 回
福祉健康
科学部 
准教授

八木　直樹 旦野原

27 金 2 専門 基礎経営論Ⅱ
基礎経営論Ⅰに基づき、『資本論』に依拠しながら、資本家の指揮（管理）の概念と意味を解い
てゆきます。また、近代から現代における資本家の指揮（管理）の具体的な展開をもお伝えします。

15 回
経済学部 
教　授

藤原　直樹 旦野原

28 金 3 専門 都市経営論Ⅱ

都市計画は長らく都市経営の一環として正当に位置づけられてこなかった。だが、コンパクトシ
ティ政策を契機として都市経営としての都市計画が生まれつつある。都市経営と都市計画制度を
概説し、人口減少、空き家問題、インフラ危機などを背景として登場したコンパクトシティ論を
解説する。

15 回
経済学部 
准教授

高島　拓哉 旦野原

29 金 4 専門 現代国際関係史
今回から始まる新しい科目です。1980 年代以降の国際関係の全体的な歴史を、覇権国家たるア
メリカを中心に、ヨーロッパ、日本、ロシア、中国のような主要なアクターに注目して説明しよ
うと考えています。（意見を発言する時間を作ります。）

15 回
経済学部
教　授

高山　英男 旦野原

30 金 4 専門 数値解析

電気電子工学分野における研究・開発では、コンピュータ・シミュレーションが重要な役割を果
たしています。授業では、電気電子工学の諸問題と関係の深いいくつかの数値計算法について、
基本的な考え方や使い方を習得することを目的としています。（数値計算の真髄は“近似”にあ
ると言っても過言ではありません。複雑な問題を近似で解き易くする術を感じ取ってください。）

15 回
理工学部 
教　授

工藤　孝人 旦野原

31
集中

10/13
10/27

教養 知的財産入門

わたしたちの身の回りには「知的財産」がたくさんあります。ネット社会では簡単にいろんな情
報を入手することができますが、正しい知識がないまま利用してしまうと誰かの権利を侵害して
しまうかもしれません。
これまで、「知的財産」は企業活動にのみ関係していると思われていたかもしれませんが、わた
したちひとりひとりに深い関係があることを学びながら、基本的な知識を身につけられるような
講義を行います。

（いろんな事例を使って、楽しく知的財産の基礎知識が学べる講義です）
※大分大学公開講座講習科規程第 2 条第 3 項により受講料は無料です。
※公開授業受講者数は定員 20 名といたします。

8 回
産学官連携
推進機構
教　授

富畑　賢司 旦野原



学　　　事 期　　　日 備　　　考

後学期授業開始 10月 1日（月） （注1）

学園祭（医学部祭） 10月 6日（土）～10月 7日（日） 10/5　学園祭（医学部祭）
準備休業（予定）

学園祭（蒼稜祭） 11月 2日（金）～11月 4日（日） 11/1午後
学園祭（蒼稜祭）準備休業

推薦入試 11月21日（水） 11/21
推薦入試休業（予定）

冬季休業 12月27日（木）～1月 6日（日） （注1，2）

大学入試センター試験  1月19日（土）～1月20日（日） 1/18午後
センター試験準備休業

後学期振替授業 12月25日（火） 月曜日の授業

　　　　〃 12月26日（水） 金曜日の授業

　　　　〃  1月29日（火） 金曜日午後の授業

　　　　〃  1月31日（木） 木曜日午後の授業

日 月 火 水 木 金 土 事　　　項

10月

1 2 3 4 5 6 　 1　開学記念日　　1　授業開始

7 8 9 10 11 12 13 　 5　医学部祭準備休業（挾間）　

14 15 16 17 18 19 20 　 6・7　医学部祭（予定）

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

11月

1 2 3 　 1　蒼稜祭準備休業（午後）

4 5 6 7 8 9 10 　 2　蒼稜祭休業

11 12 13 14 15 16 17 　 2・3・4　蒼稜祭（予定）

18 19 20 21 22 23 24 　21　推薦入試（予定）

25 26 27 28 29 30

12月

1 　

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 　25　月曜の授業

23 24 25 26 27 28 29 　26　金曜の授業

30 31 　12/27 ～ 1/6　冬季休業

1月

1 2 3 4 5 　 7　授業再開

6 7 8 9 10 11 12 　18　センター試験準備休業（午後）

13 14 15 16 17 18 19 　19・20　センター試験

20 21 22 23 24 25 26 　29　金曜午後の授業のみ（午前休業）

27 28 29 30 31 　31　木曜午後の授業のみ（午前休業）

2月

1 2 　 4　補講日

3 4 5 6 7 8 9 　 5 ～ 15　期末試験

10 11 12 13 14 15 16 　 （5　予備日、　6・7　全学共通科目試験）

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28
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